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生分解性樹脂のライフサイクルに関する基本コンセプト

有機リサイクル
（再資源化）

堆肥化・コンポスト



それぞれの分野で培った強みを活かしつつ社会課題の解決を推進

生分解性樹脂開発・展開食品残渣リサイクル
ソリューションの提供

スポーツ、イベント分野での強み
インナー、アウターへの発信
アプリを含めたUX設計、提供

１ :食品残渣から堆肥をつくり、農家に提供して野菜作りを支援する地域食品循環を提供

2 :「生分解性樹脂」の活用によるコンポストへの食品残渣との一括投入/循環の実現
3 :生活者や企業、自治体それぞれに「可視化」、「継続的な利用/活用」を促すDXの提供



三菱ケミカル 生分解性樹脂の用途例

☆使い捨て食器

食品残渣が付いていると、リサイクル効率が悪い…
分別が必要・洗浄が大変
リサイクルに向かない用途は、食品残渣と同時にコンポスト化

☆農業用資材

労働負荷軽減
農家で使用後回収作業が大変…土に還るので回収不要!
コスト削減、廃プラ問題解決
従来のフィルムでは廃棄に費用がかかる…廃棄費用ゼロ!

☆コンポスト袋
衛生的・便利
コンポストに入れる時、中身だけ取り出さなければいけなかった…
袋ごと投入可能なので衛生的かつ便利

☆海洋流出ごみ対策

ポイ捨てから海へ(あってはならないが)、
ごみ箱に入れても河川に流れることも…風でも飛んでいく…
万が一海洋流出しても分解するので環境への影響を最小限に

☆包装材

バリア性機能付与した生分解包材も対応可能



堆肥化システム

＊2021年8月現在:全国で800台/500箇所で稼働中

食品残渣から堆肥をつくり、農家に提供して野菜作りを支援する地域食品循環を提供

自治体 イベント主催者

堆肥の
ハンドリング?堆肥の使用先?

循環?

初期投資負担?

食品残渣発酵分解装置/
機能をサブスクで提供で

初期投資なし

食品残渣1/10に減量
発酵物はウエルクリエイト

が引き取り

堆肥化リサイクルセンターは
全国に25ヶ所

地域内の
契約農家有り

食品残渣でできた
野菜の循環アレンジ



堆肥化により従来手段と比べて52％のCO2排出量が削減

https://group.ntt/jp/environment/protect/lowcarbon/label/foodwaste-recyclingsolution.html



B2BB2G その他/期間限定

外食産業

食品加工/関連産業

ディベロッパー

社食有企業

省庁

自治体

公共団体

CO2排出削減効果（生ゴミ焼却をしない、生分解樹脂の活用）

スポーツ

エンターテイメント

イベント、フェス

教育分野

地域や生活者を巻き込み、SDGsやサスティナビリティへの貢献
と共にCO2削減、生ゴミ処理コストの削減効果がある

生ゴミ処理コスト削減
インナー、アウターへのPR活用



地域住人も交えた食品残渣循環の取り組みイメージ

家庭からの生ごみ
（食品残渣）

生分解性ゴミ袋

輸送 完全堆肥化

契約農園
で使用収穫

②地域家庭生ごみを
堆肥化設備まで住民
に持ってきたもらう ①食堂・給食・スーパー・レストラン

から出る食品残渣を堆肥化・できた
堆肥でできた野菜の循環を体現

③これら取り組みを小学生に
体験してもらい食品資源循環
の教育、啓蒙をする。

地域住人の方も含めた教育機関、レストラン、ショッピングモール等の複合施設
をハブに食品残渣循環を体現、その体験から教育・啓蒙に繋げる活動。



生分解性紙コップ

BioPBS BioPBS BioPBS BioPBS

1 month 2 months 3 months 4 months

土壌での分解性（左:既存ライナーの紙コップ 右:三菱ケミカル性ライナーの紙コップ)

 既存の紙コップは通常プラスチックがコーティングされており分解されないが、
三菱ケミカル性生分解性樹脂コーティングの紙コップは堆肥化・生分解可能。

 アメリカスターバックスでも実証評価済みの製品。航空会社のヴァージン・
オーストラリアでの実績あり。



事例:スポーツ及びスタジアムを起点としたシーンでの活用

【食品残渣発酵分解装置（フォースターズ）による堆肥化の様子】

紙コップから野菜へ!Jリーグ・ギラヴァンツ北九州と連携、 生分解性樹脂製の紙コップを使い
サッカースタジアムを起点とした地域食品資源循環型システムの実証実験を実施



ガンバ大阪様での年間を通した紙コップ循環の取組



ガンバ大阪様での年間を通した紙コップ循環の取組
10万個/年、プラカップから生分解性紙コップへの変更
プラカップ 16.0g
生分解性紙コップ 1.6g

12g×10万個=1.4トンのプラスチックの削減



東京建物様 複合商業高層ビル内 オーテモリでの取り組み



’22年4月 プラ新法施行
「環境配慮設計の促進、使用の合理化、排出・回収・リサイクルの仕組みづくりを目指すもの」

 プラスチックだけでなくごみ処理政策全体を考慮すべき。
 2050年カーボンニュートラルに向けての対策

3R(Reuse・Reduce・Recycle)の徹底
 リサイクル

 マテリアルリサイクル
 ケミカルリサイクル
 有機リサイクル

コストアップ
 使う責任 誰が循環をセットアップし、費用負担するか?

 生ごみ&プラスチック問題を解決
 用途・エリアの最適化

 循環までにかかるリソース、費用を考慮した価値判断



以上




